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ヴェトナムにおける
「アメリカの戦争」と枯れ葉剤散布
──戦争時における科学者の批判と米政府の対応──
藤 本 博
はじめに
「20世紀アメリカ外交と科学」というテーマでヴェトナム戦争史を考えた場
合、ヴェトナムにおけるアメリカの軍事介入の挫折が明らかとなり米国内にお
ける冷戦コンセンサスが崩壊していく過程で、アメリカの軍事作戦でヴェトナ
ムにおいて使用された爆撃機や砲爆弾、兵器等に係る軍事研究が批判を受けた
事象が思い浮かぶ。この点では、1961年に開始されたヴェトナムにおける米
軍による枯れ葉剤散布がヴェトナムの生態系の破壊を招くとともに、枯葉剤を
浴びたヴェトナムの人々に身体的被害を与えていることが明らかにされて「科
学と倫理」の問題が表面化し、科学者などの批判を受けて、1975年 4月のヴ
ェトナム戦争終結をまたずに、最終的には 1971年 1月に中止されたことが注
目される。本稿は、このような問題状況をふまえ、ヴェトナム戦争時における
枯れ葉剤散布をめぐる科学者の批判と米政府の対応に焦点をあてて、「20世紀
アメリカ外交と科学」の問題に光をあてることを目的とする。
最初に本稿の対象に関する先行研究を整理しておきたい。米軍の枯れ葉剤散
布をめぐっては、同時代に雑誌、新聞等で断片的な形で問題とされたものの、
全体像を知り得る研究が出されるのはヴェトナム戦争終結以降である。軍事史
の観点から 1980代初頭に米空軍戦史室が米軍による枯れ葉剤散布の歴史をま
とめ1）、そして自然科学の観点からは 2003年に権威ある米科学誌『ネイチャ
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ー』（Nature）が枯れ葉剤散布の実態ならびにヴェトナムにおける生態系の実
態や人体への影響を包括的に明らかにした研究を掲載している2）。
外交史や社会史の観点からの研究は 2010年代に入って緒についたばかりで、
本稿の対象に関して言えば、デイビッド・ジーラー（David Zierler）の先駆的
研究（2011年）が注目される3）。ジーラーの研究の特徴は、ケネディ政権から
ニクソン政権までの冷戦政策・ヴェトナム政策の中に米軍の枯れ葉剤散布の歴
史を位置づけ、枯れ葉剤散布に対する科学者の反対運動を検討し、最終的に枯
れ葉剤散布が停止される過程において科学者が果たした積極的役割を考察対象
にしていることにある。このジーラーの研究は、枯れ葉剤散布とそれに対する
科学者による批判を歴史研究の俎上にのせ、当時のヴェトナム反戦運動・戦争
批判の中で反共主義外交が問い直されたことや、環境問題が国際安全保障、人
間の生存の文脈で把握されるという、1960年代後半から 70年代前半に見られ
た二つの認識が交錯する文脈で論じている。いわば外交史と社会史（環境史・
科学史）を架橋する研究でもあることに意義があり、本稿の対象を考えるうえ
で非常に示唆的な研究と言える。
本稿では、最初にヴェトナムでの米軍による枯れ葉剤散布の歴史の概要を述
べ、次に科学者による枯葉剤散布批判の展開と米政府・軍部の対応を、そして
最後に枯葉剤散布が停止（1971年）される過程で科学者が果たした役割につ
いて考察することにしたい。
なお、筆者は以上の考察にあたって一次史料に基づいて実証的に論じる研究
段階にはないため、本稿は上記で紹介した先行研究、とくにジーラーの研究に
依拠してまとめた論考であることをお断りしておきたい。
1．ヴェトナムでの米軍による枯葉剤散布の起源とその展開4）
ヴェトナムでの米軍による枯葉剤散布は、1961年 11月 30日に当時のケネ
ディ大統領が正式承認したことに始まり5）、1971年 1月までの約 10年間にわ
たって行われ、「ランチ・ハンド（Ranch Hand）＝除草剤［herbicides］散布の
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農場夫」作戦のコードネームで呼ばれた。1964年半までは輸送路の確保を主
目的に小規模に行なわれたのもの、アメリカが支援する南ヴェトナム政権の不
安化が顕著になって戦争が「アメリカ化」していく 1964年後半以降には、散
布地域は南ヴェトナム解放民族戦線（以下、解放戦線）の活動拠点や周辺の山
間部に拡大し、散布量も飛躍的に増大した。解放戦線の活動拠点を根絶やしに
するとともに、解放戦線戦軍の食糧確保を困難にするために、マングローブの
森を丸裸にすることに主眼が置かれた。枯葉剤散布総量は約 7万キロリット
ル、散布面積は約 240万ヘクタール（日本の関東地域全域に相当）に及んだ。
枯れ葉剤散布により散布地域の環境や生態系が破壊されたことや、散布され
た枯葉剤の約 67％を占めた「オレンジ剤」（Agent Orange）の製造の過程にお
いて催奇性が強いダイオキシンが含まれていたことから、遺伝子や染色体異常
による先天的奇形児出産などの後遺症がヴェトナムの人々の間に見られたこと
がヴェトナム戦争当時から問題視された。
2．科学者による枯葉剤散布批判の展開と米政府・軍部の対応6）
（1）科学者による枯れ葉剤散布批判の開始とその展開
アメリカの科学者が枯れ葉剤散布に批判を始めるのは 1964年に入ってここ
とである。1964年 10月に全米科学者連盟（the Federation of American Scien-
tists、FAS）が発行する雑誌 The Bulletin of Atomic Scientists に枯れ葉剤散布を
批判する FAS の理事会声明が掲載されたのである。この理事会声明は、人類
の文明への危機意識ならびにおよびアメリカの安全保障へのマイナス面を念頭
に、生物兵器の大量生産を止め、新たな生物・化学兵器の開発を停止すること
を呼びかけるものであった。
こうした声明が出された背景には、1962年にレイチェル・カーソン
（Rachel Carson）が『沈黙の春』（Silent Spring）を刊行して農薬などの化学物
質の危険性を訴えて注目を浴びていたこと、そして枯れ葉剤散布をめぐって
は、田圃や道路に「毒」を散布し、解放戦線に対して「汚い戦争」を行ってい
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るとして批判した 1963年 2月 6日付の『セントルイス・ポスト・デスパッチ』
（St. Louis Post- Dispatch）紙の記事に憂慮の念を抱いたウィスコンシン州選出
下院議員ロバート・カステンマイヤー（Robert Kastenmeier）が翌 3月にケネ
ディ大統領に書簡を送付し、枯れ葉剤散布の停止を要請していたことがあっ
た。
1965年 3月以降に米軍の恒常的な北爆が始まり、戦闘部隊が初めて投入さ
れて戦争が「アメリカ化」の様相を呈し、前述のようにヴェトナムにおける枯
れ葉剤散布が質的かつ量的に拡大するにともなって、枯れ葉作戦が展開されて
いることが明らかとなり、1965年から 1966年にかけて、科学者の間で、科学
のあり方を含め、軍事介入拡大への憂慮と共に、アメリカ政府に対して枯れ葉
作戦の見直しならびに枯れ葉剤散布の調査や情報公開を求める動きが顕著にな
っていく。具体的に代表的な例を二、三あげれば、1965年には、アメリカに
おけるもう一つの代表的な科学者の組織である全米科学振興協会（the Ameri-
can Association for the Advancement of Science, AAAS）が年次大会の機会に声
明を出し、米軍のヴェトナム軍事介入強化による世界的緊張（世界規模の核実
験進行との類似性）に懸念を表明すると同時に、科学の軍事利用が増えるよう
な社会では科学が十分に発展するとは言えないとの見解を示していた。また、
1966年 1月にはハーヴァード大学の 29名の科学者が米政府に対する声明を出
し、とくに枯れ葉剤が作物を破壊している地域において、枯れ葉作戦が戦闘員
も非戦闘員も区別なく全住民を攻撃対象として展開されていることに警鐘を鳴
らした。さらに、枯れ葉剤散布による生態系破壊の事実をもとに、後述するよ
うに 1970年 2月に「エコサイド」（ecocide）という新語を生み出して枯れ葉
作戦の問題点を批判したアーサー・W・ガルストン（Arthur W. Galston）ら 12
名の植物生理学者（plant physiologist）が 1966年 9月初旬にジョンソン大統領
に書簡を送り、枯れ葉剤の大量使用による生態系の破壊が進行しているとして
枯れ葉作戦を見直すよう促し、また、枯れ葉作戦に関して情報公開するよう要
請した。
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（2）科学者の批判に対するアメリカ政府・軍部の対応
アメリカ政府や軍部は、科学者による批判に対して、枯れ葉剤散布はヴェト
ム住民へは大きな影響は及んでいないとの見解を示し、また科学者による調
査、情報公開請求に対しては無視の態度を貫いていた。この点に関連してアメ
リカ政府・軍部の対応の主要なものあげれば以下の三点の事実が浮かび上が
る。
第一に、政府内部では科学者や米議会からの批判にいつでも対応できるよう
内部文書をまとめていたことである。例えば、当時のラスク（Dean Rusk）国
務長官とマクナマラ（Robert S. McNamara）国防長官連名で 1965年 3月、次
の内容を要点とする内部文書を起草していた。①政府は、枯れ葉剤散布に関し
て、毒ガス等使用禁止に関する 1925年のジュネーヴ議定書に違反するものと
は考えていない、②ヴェトナムにおける枯れ葉剤散布は注意深い監督のもとで
遂行されている、③政府は化学兵器全般に関して積極的に見直しを進めてい
る。
第二に、軍部は 1967年段階において、ヴェトナムの一般住民の影響に対す
る危惧や枯れ葉剤散布の効果に対して、一般住民への影響は少ないと考えてい
た。例えば、主に国防総省との契約のもとで軍事戦略等を研究しているランド
研究所（Rand Corporation）が 1967年 10月に、枯れ葉作戦によって解放戦線
が食糧不足に陥ってはいない事実とともに、枯れ葉作戦によって一般住民の反
感が高まっており反感を緩和する措置を講じる必要があるなど、政府に近い機
関からの初めての疑念を出していたことに対して、マクナマラ国防長官から対
応を要請された米統合参謀本部は同年 12月、解放戦線の拠点ないし支配地域
以外には枯れ葉剤は散布していないとして一般民衆の反感の問題はないとの見
解を示していたのである。軍部はまた、枯れ葉剤散布の軍事的価値と安全性を
強調していた。
しかしながら、米政府内部では枯れ葉剤散布の評価としては一枚岩ではな
く、とくに 1968年に入ると批判的見解が示されるようになっていた。例えば、
エルズワース・バンカー（Ellsworth Bunker）米駐南ヴェトナム大使の依頼を
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受けて 1968年 5月 28日にまとめられた評価報告書では、食糧の破壊によって
解放戦線が食糧供給不足に陥っていることを認めながらも、マングローブのか
なりの地域が破壊され、南ヴェトナム政府の支配地域外の一般住民は枯れ葉剤
散布による被害に負荷を背負っていることを警告していた。米軍の枯れ葉剤散
布の歴史をまとめた空軍史家のバッキングガム（William A. Buckingham, Jr.）
は、こうした評価によって当時のチュー南ヴェトナム大統領が枯れ葉剤散布に
否定的な評価を下していたことは枯れ葉剤散布継続に向けて否定的影響を与え
たと指摘している7）。
3．枯れ葉剤散布の停止（1971年）への過程と科学者の役割
（1）“Ecocide”の概念提示と枯れ葉剤の人体に対する影響に対する関心の高まり
1965年以降、ヴェトナム戦争は拡大の一途を辿り、1967年末に派遣米軍は
約 50万に達した。このようなアメリカのヴェトナム軍事介入の拡大は、戦争
批判、反戦運動の一層の高まりを招き、1967年に入ると戦争批判、反戦運動
は質的に変化し、徴兵拒否運動が高揚するとともに、ヴェトナムの民族的抵抗
に理解を示す動きが見られるようになった8）。そして、1968年 1月のテト攻勢
の衝撃を受けてアメリカ国内では戦争勝利が不可能だとの認識が高まり、1968
年の大統領選挙で当選したニクソン大統領は、「名誉ある和平」を掲げて、ヴ
ェトナムからの米軍撤退と戦争終結を目指した。
1969年 11月にヴェトナム中部クアンガイ省のソンミ村で米軍がヴェトナム
民間人 504名を殺害した「ソンミの虐殺」（虐殺が起こったのは 1968年 3月）
が露見すると、無辜の民間人が無差別殺戮された事実をまえに、1969末から
1970年初頭にかけて反戦派議員や反戦運動家、そして反戦帰還米兵の間でア
メリカの戦争政策の道義性を問う動きが顕著となり、反戦派議員や反戦帰還米
兵が主催してヴェトナムにおける「アメリカの戦争犯罪」を告発する動きが見
られることになった9）。
アメリカの軍事介入の加害性とヴェトナムの一般住民の犠牲に着眼する動き
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が見られる中で、米軍の枯れ葉剤散布に関してもヴェトナムにおける生態系の
破壊がもたらされ、ヴェトナムの一般住民の人体への影響への関心が高まるこ
とになった。
こうした状況下で、1970年初頭に米議会内で開催された反戦派議員主催に
よる「アメリカの戦争犯罪」告発集会に参加し、証言した植物生理学者ガルス
トンはその集会での発言の中で「エコサイド」（ecocide）という概念を提示し
たのであった。ガルストンは、ヴェトナム戦争が他の戦争とは異なり「環境戦
争」（“environmental warfare”）の様相を呈して環境破壊をもたらしており、と
くに枯れ葉剤の使用により、マングローブや土壌、ヴェトナムの人々が食糧源
とする川魚の生態系に影響が及ぶとともに、枯れ葉剤として圧倒的に多く使用
された「オレンジ剤」に含まれる催奇性をもたらすダイオキシンにより出産異
常に関する多くの新聞記事が出されていることに人々の喚起を促した。そして
彼は、報告の中で、第二次世界大戦直後に行われたニュルンベルク裁判で人間
と文化に対する意図的な破壊について「人道に対する罪」として「ジェノサイ
ド」（genocide）の言葉を用いてナチス・ドイツの戦争犯罪を裁いたことを想
起すれば、米軍の枯れ葉剤散布によるヴェトナムにおける意図的かつ永続的な
破壊も「人道に対する罪」であり、「エコサイド」（ecocide、生態系破壊）と
呼びうるものであるとし、この造語を用いて米軍による枯れ葉剤散布を告発し
たのだった10）。
（2）国内およびヴェトナムにおける枯れ葉剤残布の使用停止へ11）
1970年初頭にはガルストンが喚起を促していた「オレンジ剤」に含まれる
ダイオキシンの毒性についてかなり知られるようになっていたが、米国内も含
めて枯れ葉剤の継続に対する危惧の念を決定的にしたのは『ニュー・リパブリ
ック』（New Republic）誌の 1970年 1月 10月付に掲載された論考であった。
この論考は前述のガルストンも執筆者の一人として加わったもので、すでに
1966年において米政府との契約で研究を進める民間研究機関である Bionetics
Research Laboratories が「オレンジ剤」に含まれるダイオキシンをネズミに浴
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びせた実験において高い確率でネズミの出産異常が見られたことを指摘し、米
政府はこの事実を隠蔽してきたことを明らかにしたのである12）。
米政府が枯れ葉剤の毒性について隠蔽してきた事実が明らかになったことを
受けて、AAAS 主導で枯れ葉剤の影響についてのヴェトナム現地調査団の団
長を務めたこともある生物学者マシュー・メセルソン（Matthew Meselson）ハ
ーヴァード大学教授は当時ニクソン大統領の科学顧問をしていたデュブリッジ
（Lee A, DuBridge）に枯れ葉剤の毒性が隠蔽されてきた事実に注意を喚起し
た。こうして、1970年 4月 15日にはパッカード（David Packard）国防次官が
米政府は「オレンジ剤」の全面使用を制限する声明を発表したことで、1971
年 1月 7日にヴェトナムにおいても最終的に枯れ葉作戦が停止されることにな
った。
枯れ葉作戦が 1961年に開始されてから停止されるまで約 10年の年月を要し
たわけであるが、以上考察してきたように、枯れ葉剤散布の停止に至る経緯を
考えるうえで、生態系など環境や人体に影響を及ぼす枯れ葉剤使用を批判し、
「科学と倫理」のあり方を問うかけた科学者が果たした積極的役割があったと
考えることができる。
結びにかえて
－科学者による枯れ葉剤散布の遺産と枯れ葉剤被害克服をめぐる未完の課題
ヴェトナム戦争期における科学者による枯れ葉剤散布への批判は米国内外で
環境問題に対する関心を高めることになった。そして 1970年代には安全保障・
国際平和の観点からも環境問題に対する関心の高まりが見られ、1972年 6月
に初の「国連人間環境会議」がスウェーデンのストックホルムで開催されるこ
とになる。
しかしながら、ヴェトナム戦争中に米軍が散布した枯れ葉剤の影響は、ヴェ
トナムの人々に何世代にもあたって現在も深刻な形で残っている。ヴェトナム
で枯れ葉剤を浴びた人は最大で約 480万人と言われ、その内、約 300万人が何
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らかの枯れ葉剤後遺症を負っていると言われている（第二世代では約 20万人
が、第三代では 8万人に及ぶ13）。
アメリカはオバマ政権時代に枯れ葉剤散布による土壌汚染の除去を中心に米
軍の枯れ葉剤散布の後遺症克服にための協力に乗り出している14）。例えば、
2013年 7月から、枯れ葉剤散布の拠点の一つであったヴェトナム中部のダナ
ン近郊、とくにダナン空港脇の地域を対象にして、米国際開発局（U.S.
Agency for International Development）を窓口としてヴェトナム国防省の協力の
もとに土壌汚染の除去のプロジェクトを行ってきている。2016年 5月初頭に
最初に対象とした地域の土壌約 4万 5千立方メートルの除染が終了した。た
だ、2004年 1月にヴェトナム枯れ葉剤被害者協会（Vietnam Association of Vic-
tims of Agent Orange/Dioxin, VAVA）と枯れ葉剤被害者が原告となり枯れ葉剤
を製造したダウ・ケミカルなど米化学会社 38社を相手に起こした損害賠償集
団訴訟に対して、最終的に 2009年 3月、米連邦最高裁が下級審の棄却判決を
して事実上審理を閉ざした結果になっていることからわかるように、アメリカ
政府は枯れ葉剤とヴェトナムの人々の人体への被害の因果関係を認めておら
ず、ヴェトナムの枯れ葉剤被害者には補償はしていない15）。2016年 5月下旬
にオバマ大統領は「和解」をめざしヴェトナムを訪問したが、枯れ葉剤被害者
と面会することはなかった。この意味では、ヴェトナム戦争中になされた科学
者による枯れ葉剤散布への批判が要因の一つとなって 1971年 1月に枯れ葉剤
散布が停止されたものの、科学者が問いかけた「エコサイド」の克服は依然と
して未完の課題になっていると言える。
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